
【評定】

令和フ年度 学校評価報告善(松山市教育委員会統一様式)

4:とても思う(あてはまる) 3:やや思うであてはまる)
2テあまり思わない(あてはまらない)11金 (思わないくあてはまらない)

松山市立 清水小  学校

相山 真美【総合判定】象唇遷筆8革掲ぶ息:統歓±9。。/。未満 学校長

C:肯定率の平均が60%未満

※ 肯定率とは、評定(%)の評定4と評定3の合計値です。 ※ 色が付いているセルのみ入力してください。

106おヽ

餌

域

評

頷 評価指標
総合
中I定

対 象 青定率
評定(96) 漕

均

評

半
O成果 もしくは ◆改善策

教育
課程

学習
指導

攀椋rよ、松山の授業モデルをもとに、一人一

人が分かる事び、共に学ぷ善びを実態できる

授業を行つている。

A
教織員 100 38 67 0 0 33

ることで、対話
くヽ。学校

関係者
100 56 44 0 0 3.6

学校は、教科等の指導においてアナログとす

ジタルそれぞれのよさを通切に生かした損集
し決善にl政り組んている。

A
数韓員 100 61 39 0 O 3.6

方ヽに 学関通

t,て繰
書挨
係 者
89 67 22 11 0 9,6

籍侵機癬慧戦鮒i轄認鰯鐵
(三っている。

A
教就員 100 50 50 0 0 3.5 ことができた。

法や家庭との連携につい

くヽ。学校
閣係者
100 75 25 0 0 3.3

学校 fよ、地域に根くてした欺育を行い、郷とを

大切に思う児童生徒の育成に努めている。
A
教職良 94 11 83 6 0 3.1 て、地域のよさを体感することおくてきた,

新しく開発したりす◆交流内容を見宜したり、

と・も必要になつてきている。学校
霞係者
100 78 22 0 O 3.8

人権
口和
教育

生徒
指導

学校は、人権・lttl和執吉の観点に立ち、いと

めや差月1を許さない意識や態度を育ててい

る。

A
教職員 100 89 17 0 0 3.8 し

児重が

て サ,i剪めら,韓牧
関係者

100 56 44 0 0 3.6

紺 を寝笠盈葦魏霧鶏館融磐駐
な指導を行つている。

A
教磯員 100 67 93 0 0 3,7

還がないよう、意識
学校
lttlf4者

100 50 50 O O 3.5

キヤリ
ア教育
学校は、母来に夢をもち、自分の進路や生き

方について考える児量生徒を育てている。
A
教離t員 100 41 59 0 0 34

、ヽ子

どもたち (ヽあ要がある。学校

鶴係寝
100 33 67 0 0 3.3

安全

管理
静暁協 犠盤審里蝦軍鍵
な環境づくけに努めている。

A
教輪員 94 17 77 6 0 3.1

つしヽコ〔

くヽ。挙核

関係義
89 58 33 11 0 3.5

保健

管理

姦斃距駐報極懲鷲察鸞霧
い、児童生徒の強療保持,増進に努めてい

る。

A
教職員 100 67 33 0 0 3,7

掌稼

関係者
100 56 44 0 0 3.6

挙核は、換気や手指簿牛などの基本的な感

染症対策を考
=つ
ている.

A
軟職員 100 28 72 0 0 3.3

学校
圏係を
100 67 33 0 0 37

佑男げ支
撰教育

学校は、構別支援教育の視点をもって取りヽ 1

み、鰺ft応 したコ

“

慮や指導寿造し,に行つてい

る。

A
数職員 100 67 33 O 0 3.7 して

活
'11方

痕を考え、増員を
学ヤ交
関係者

t00 50 50 0 O 3.5

組織
運営
学校は、管理職や学年_主任等を中心としたキむ

較的な対応を行つている。
A
教職負 05 67 を3 5 0 3.6 日々取り

'こ

んている。

よ 組ヽ織づくりができるよう、

る
学校

闇係者
89 56 33 11 0 3.5

研

'多

学校1ま、子どもたち一人一人が分かる授業づ

くりや、様々な教育課題への対応に向けて、

l貞極的に研修に取り終んている。
A
孝ス職員 100 61 39 0 0 3.6

冑課題 t 、英践的な

てヽ研修寺緊めていく必要がある。学校

閉係者
100 56 44 0 0 3.6

保護者
`地域差
の速焼

情報
縄快

学校は、教育活動の充実I=向 けて地域や保

護者と連携'協力し
‐
Cいる。

A
教戦員 100 50 50 C 0 3.5

め方 々 との連携が進みつ
きるよ

し くヽ。学校

鯛係を
100 78 22 O 0 3.8

争検iよ、学按・学
′fだよりや本―ムベージ、理

償システム等により、積極的に情報を発1昌し

ている。

A
敢職員 100 67 33 0 0 3.7 ること/.('そきたと

の向上 よリタイムリ‐イ
学校

関係者
100 89 11 0 O 3,9

教育
環境

松は、言語落動の売美及び展掲ホの二共

の環境整備に努めてもヽる。
単
学

A
教戦員 100 83 17 0 0 3.8

LメJがら、児童の作品を積
ていく。学校

lttl係 者
100 88 12 0 C 39

幼保小

中連携

学校fよ、小1プロプレムや中Iギャップの群′馬

につなげるために,′句係標1・ 1央で連1無し(児重

生携のけ挨生活に対する不安感の軽減を

図つている
`

A
主戦兵 i00 33 67 0 0 3ソ3

や j(1こできる活勁を r】 常的に行う

鶴指桂′ていく。学校
田係者
100 22 78 0 0 3.2

関係園・校て連携して児童生徒ヘ

を促進するとともに,系統性を重視 t′た

をイラつてし`/,.
A
教載桑 100 44 66 0 0 3.4

習についての研修を深める必要がある学襟

騨傑■
100 33 67 O 0 3.3



【言平定】  4

令和7年度 保護者アンケート結果

:と ても思う (あて・はまる)  31や や思う (あてはよる)

2:あ まり忠わない (あてはまらない) a:介 く思わない (あてはまらない)

質調寝口
三▼夕 (1/, 平為値

4 2

③
は、一人一人が弁かる喜び、共 ,こ学▼ユ(喜びを実態できる

′/そ,つている。
36 58 6 0 3,3

②
苧校は、教科等の指導においてアナ飼グた

'Fジ

タルそイ比ぞオ1′の

よさを生かし′た授業改善,こ取け組んでいるD
39 56 4 1 3.3

③
学校 tよ、児農の学力や然力の状況を把握モン、計画的に指導を

っているぐ

36 60 4 0 3.3

④
校は、とヽきがい交流センターしみずや他狡等との交流を深

、「▼S、るさと清求Jを愛する兇糞の肴成に努めて ィヽヽる。め

65 34 1 0 3.6

◇ は、いじめや差別を許さない意識や態度を育てている。 40 53 5 2 3.3

③
学校は、将来l_斜々もち、自分の逮路や生き方について考云る

児童生徒を育てている。
30 58 12 0 3.2

② 学校は、命を守る資金教宵や勝災教育をと催連 t´ て
いる。 47 52 1 0 3.5

③
狡は、児童の健康状態を確認 Lフ催康的で規則正しい生活を

る児歳を育てている。
47 46 7 0 3.4

◎ は、状況(こ応じた感染症対策を連切とこ行つている。 32 64 4 0 3.3

O
tよ、特別な教育的支援を必要とする児童に対し

'(、 悧に応

りた指導を行つている。
39 58 8 0 3.4

③
学校は、教育活動の充実に向けて地域や保護者と連携

・協力 t′

ている。
36 60 4 0 3.3

@
投 iよ、学校・学年だよりや李―ムページ、配信システム等とこ

り、積極的tと情報を発信している。
54 44 2 0 3.5

○
校は、言語活動の拳備及び展掲′丁＼の充実等の礫焼整備に努め

ている。

36 54 10 0 3.3

③
は、学技図書館を活用 し,て 、読書活動の充実を図ってしヽ

る

49 49 2 0 3.5

③ 学校は、率仕の心を育てわ愛校活動を推進 tノ て
いる0 39 56 5 0 3,3

《) 永茉七奇女た、3つGs教育を様としごいる。 28 57 15 0 3.1



【評定】  4

令和7年度 児童(1・ 2・ 3年生)アンケート結果

:と ても思う (あてはまる)  3:や や思う (あて
'ま

まる)

2:あ まり思わない (あてはまらない) 11全 く思わない (あてはまらない)

資 P,踊嘆圏
ミ
=π
 (%' イヽめ

'4 を 1

○
ど

る

ゅぎょうがよくわかり、たのしくがくしゆうにとりくんで
い
67 27 5 1 3.6

②
ノートとタブレットのよさをつかいわけて、がくt″ ゅうをが

ばってもヽる。
75 22 1 2 3.7

③ べんきょうやうんどうを、まいにちがんぼつている。 74 22 4 0 3.7

④
「いきがいこうりゅうセンターしみず」などとのこうりゅう

たのしく、「お、るさとしみず」がすきである。
71 22 6 1 3.6

◇ いじめやさぺつをゆるさないせいかつをおくって
いる。 70 14 6 10 3.4

③
ちいなのかたやせんせい、ともだちにげんきのよいあいきつを

(′ている。
56 36 7 1 3.5

⑦ じぷんのうょうらいにゆめ
オたも 1)宝 いる, 85 7 6 2 3.8

③
はやね・ 1よやおき 'あ さどtよんをまもり、きそくただしいせい

かつをおくっている。
53 35 9 3 3.4

③
てあらいなどをきちんとして、かんせんしょうたいさくをと́て

いる。
64 27 8 生 3.5

(D
こうoう じこにあったりけがをしたりと′ない、あんぜんなせい

かつをおくつている。
78 16 5 1 3.7

()
がっこうとしょかんをけようして、 どくしよをたのとタス′でい

る。
66 27 6 1 3.6

② そうじをいっしようけんめいしている。
79 16 4 1 3.7

④ SDGsのいみがわかり、じぶんにできることにとりくんでいる。 61 27 11 1 3.5

○
がっきゅうやがくれん、たてわりはスタのともだちとなかよくか

どうしている。
76 20 3 生 3,7



【評定】

令和7年度 児童(4・ 5・ 6年生)アンケート結果

41と ても思う (あ て iま まる)  3と やや思う (あ てtよ まる)

21あ まり思わない (あ て
`よ

まらない) 1:全 く思わない (あてIよ 求らない
'

質鶴壌鶏
評寛 七猪

'
平勢僚

4 拿 2 1

① 授業がよくわかり、桑 t′ く学習に取り組んでいる。 44 47 8 1 3,3

②
ノ… 卜おンタブシットひ》よさをです_1い分けて、学曽に役立てること

ができている。
65 29 5 1 3.6

③ 勉強や運動に、毎霞一生懸命取り縦沐″でいる。 48 44 8 0 3.4

④
「生きがい交流センタ ■″みず」なとrと の交流や総合的な学

で学んだ、「おiる さと清水こが好きである。
48 39 9 4 3.3

③ いじよ
チサや差別を許さない生活を送っている。 64 27 6 3 3.5

③ 地域の方や先生、友鷺に元気のよいあいさつをしてとヽる。 43 42 11 4 3.2

⑦ 森分の1導来に夢をもっている。 61 24 8 7 3.4

③
早寝 。早起き '朝 どはんを守 り、規 Rtt Iし い生溢を送 ってい

る6
34 44 18 4 3.1

⑨ 手洗いなどをきちんとこンて、感染症対策をとている。 60 33 6 1 3.5

重D
交通事敏にあったりけがをした りしない、安全な生活を送 って

いる。
75 20 4 生 3.7

CI〉 V検図書館を料用 t″ て、読書を楽しんでいる。 34 35 23 8 3.0

◇ 締除を 生懸命してもヽる。 56 41 2 生 3.5

○ SDGsの 意味が分かり、自分とこできることに取り組んでいる。 43 45 9 3 3.3

〇 学級や学年、縦剤り班の友雄と仲良く澪動しているぅ 61 34 3 2 3.5

③ 妊校活動を藻株つているs 61 33 5 1 3,5


